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第
３
９
０
回
定
例
会
は
９
月
１
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
提
出
議
案
が
11
件
、
議
員
提
出
議
案
が
１

件
、
あ
わ
せ
て
12
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
33
日

間
の
会
期
を
経
て
10
月
３
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

定例会
第390回

平
成
28
年
度
の
決
算
を認定

し
ま
し
た

査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
第
２
日
（
９
月
11
日
）

　
初
日
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に
対

し
、
高
橋
力
雄
議
員
、
黑
須
貫
議

員
、
小
湊
毅
議
員
、
日
下
七
郎
議

員
、
八
島
定
雄
議
員
、
武
田
曉
議

員
の
６
人
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
平
成
28
年
度
各
種
会

計
決
算
の
認
定
の
議
案
に
つ
い
て
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
高
橋
力

雄
委
員
長
、
黑
須
貫
副
委
員
長
）

を
設
置
し
て
付
託
し
ま
し
た
。

◎
第
３
日
（
９
月
22
日
）

　
角
田
市
復
興
産
業
集
積
区
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
な
ど
、
条
例
の
一
部
改
正
３

議
案
に
つ
い
て
、
討
論
、
表
決
を

行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

◎
第
１
日
（
９
月
１
日
）

　
会
期
を
10
月
３
日
ま
で
の
33
日

間
と
決
定
し
た
後
、
市
長
か
ら
平

成
28
年
度
健
全
化
判
断
比
率
に
つ

い
て
の
報
告
な
ど
２
件
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明

が
あ
り
、
質
疑
、
討
論
、
表
決
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま

し
た
。

　
次
に
、
市
長
か
ら
上
程
さ
れ
た

平
成
29
年
度
各
種
会
計
補
正
予
算

な
ど
９
議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由

の
説
明
の
後
、
会
計
管
理
者
に
よ

る
平
成
28
年
度
決
算
の
説
明
と
南

部
信
一
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　
安あ

ん　
藤ど

う　
正ま

さ　
夫お　
氏（
再
任
）

〇
任
期　
平
成
29
年
10
月
１
日
～

平
成
33
年
９
月
30
日
）

▼
平
成
29
年
度
一
般
会
計
（
第
３

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
４
億
２
，
９
６
２
万
３
千
円

を
追
加
す
る
と
も
に
、
債
務
負
担

行
為
及
び
地
方
債
の
補
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
の
追
加
で
、
歳
出
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
賑
わ
い
の
交
流
拠
点
施
設
整
備

事
業

・
道
路
改
良
事
業

▼
「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に

関
す
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

新
潟
県
村
上
市
三
之
町
１
番
１
号

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議

員
連
盟会

長　
板　
垣　
一　
徳

本
会
議

人
事
案
件

主
な
補
正
予
算
の
概
要

の
処
理

陳
情

可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
成
29
年
度
角
田
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
な

ど
４
議
案
に
つ
い
て
、
討
論
、
表

決
を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

５
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
５
～
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
第
４
日
（
９
月
25
日
）

　
22
日
に
引
き
続
き
、
６
人
の
議

員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

（
７
～
10
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
第
５
日
（
９
月
26
日
）

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

し
た
２
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

　
国
の
関
係
機
関
へ
次
の
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

▼
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関

す
る
意
見
書

の
提
出

見
書

意

い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま

し
た
。

　
次
に
、
意
見
書
の
提
出
に
関
す

る
議
員
提
出
議
案
１
議
案
に
つ
い

て
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
表

決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

◎
第
６
日
（
10
月
３
日
）

　

市
長
か
ら
追
加
提
出
さ
れ
た
、

平
成
29
年
度
角
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
提

案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
審
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
常

任
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
の
改

選
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
委
員
会
の

閉
会
中
の
継
続
調
査
の
件
に
つ
い

て
決
定
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
議
案
の
審
査
結
果

は
、
３
ペ
ー
ジ
の
表
１
の
と
お
り

で
、
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。
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議員数は17人。議長は表決に加わらないため、表決に参加した議員は16人。（○…賛成、×…反対）

件　　　名
議決年月日 議決結果

会　　　派

市長提出議案 市　民
クラブ

志　政
クラブ

日本共産党
角田市議団 創生会 無会派

人
事
案
件
教育委員会委員の任命について 9月1日

同　意
(賛成14
反対2)

〇 〇 × 〇 〇

平
成
29
年
度
補
正
予
算

角田市一般会計補正予算（第3号） 9月22日
可　決
(賛成12
反対4)

〇 〇 × × 〇

角田市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
角田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
角田市介護保険特別会計補正予算（第2号）

9月22日 可　決 〇 〇 〇 〇 〇

角田市一般会計補正予算（第4号） 10月3日 可　決 〇 〇 〇 〇 〇

決
　
算

平成28年度角田市一般会計及び各種特別会計歳入歳出決算の
認定について
平成28年度角田市水道事業会計決算の認定について

9月26日
可　決
(賛成14
反対2)

〇 〇 × 〇 〇

条
　
　
例

角田市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関す
る条例の一部改正について 9月22日

可　決
(賛成14
反対2)

〇 〇 × 〇 〇

介護保険条例の一部改正について
市営住宅条例の一部改正について 9月22日 可　決 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案 議決年月日 議決結果 市　民
クラブ

志　政
クラブ

日本共産党
角田市議団 創生会 無会派

意
見
書
全国森林環境税の創設に関する意見書の提出について 9月26日

可　決
(賛成14
反対2)

〇 〇 × 〇 〇

第390回定例会審議結果一覧
表１

表２
　
９
月
11
日
の
本
会
議
で
、
監
査

委
員
の
湯
村
勇
議
員
を
除
く
議
員

16
人
で
構
成
す
る
「
決
算
審
査
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
第
１
日
目
は
、
正
副
委
員
長
の

互
選
を
行
い
、
そ
の
後
、
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
日
目
は
、
一
般
会
計
決
算

の
趣
旨
説
明
と
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

　
第
３
日
目
は
、
各
種
特
別
会
計

決
算
と
水
道
事
業
会
計
決
算
の
趣

旨
説
明
と
質
疑
を
行
っ
た
後
、
こ

の
特
別
委
員
会
に
総
務
財
政
分
科

会
、
教
育
厚
生
分
科
会
及
び
産
業

建
設
分
科
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
各
分
科
会
は
、
同
月
14
日
と
15

日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
４
日
目
は
、
各
分
科
会
長
か

ら
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
表

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　

各
種
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

平成28年度　各種会計歳入歳出決算一覧表
（単位：千円）

会　計　区　分
決　　算　　額

歳　　入 歳　　出
一　般　会　計 13,614,265 13,205,003

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業 3,748,776 3,701,050
後期高齢者医療 304,838 303,769
介 護 保 険 2,969,663 2,829,892
公共下水道事業 2,288,983 2,286,501
農業集落排水事業 98,843 98,698
東 根 財 産 区 727 727
小　　　計 9,411,830 9,220,637

企
業
会
計

水道
事業

収益的支出 1,019,013 1,002,510
資本的支出 68,429 448,454
計 1,087,442 1,450,964

合　　　　　計 24,113,537 23,876,604

《各会派構成メンバー》
●市民クラブ（高橋力雄、湯村勇、星守夫、細川健也）　●志政クラブ（堀田孝一、八島利美、武藤広一、黑須貫）　●日本共産党角田市議団（日下七郎、八島定雄）
●創生会（小湊毅、武田曉）●無会派（会派に属さない議員）馬場道晴、渡邊誠、相澤邦戸、小島正、柄目孝治
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産業建設常任委員会
　産業建設部、農業委員会、水道事業
所の所管事項について、調査や審査を
行います。

教育厚生常任委員会
　市民福祉部、教育委員会の所管事項
について、調査や審査を行います。

総務財政常任委員会
　総務部、会計課、議会、選挙管理委
員会、監査委員会、固定資産評価審査
委員会の所管事項について、調査や審
査を行います。

◎委員長

八
や

島
しま

　利
とし

美
み

①志政クラブ
②高倉字新町194-5
③65-2054

◎委員長

高
たか

橋
はし

　力
りき

雄
お

①市民クラブ
②角田字町123
③62-4184

◎委員長

堀
ほっ

田
た

　孝
こう

一
いち

①志政クラブ
②君萱字仏供田13
③68-2809

○副委員長

武
む

藤
とう

　広
こう

一
いち

①志政クラブ
②毛萱字平吾1
③65-2225

○副委員長

黑
くろ

須
す

　　貫
とおる

①志政クラブ
②島田字四拾刈12
③62-0241

○副委員長

細
ほそ

川
かわ

　健
けん

也
や

①市民クラブ
②角田字泉町17
③63-3348

武
たけ

田
だ

　　曉
あきら

①創生会
②尾山字横町27
③62-1132

八
や

島
しま

　定
さだ

雄
お

①日本共産党角田市議団
②横倉字平41-2
③62-5540

小
こ

湊
みなと

　　毅
たけし

①創生会
②笠島字竹ノ内6-1
③65-2393

渡
わた

邊
なべ

　　誠
まこと

①無会派
②鳩原字瀬ノ木橋41
③69-2057

馬
ば

場
ば

　道
みち

晴
はる

①無会派
②花島字里前139
③68-3017

星
ほし

　　守
もり

夫
お

①市民クラブ
②佐倉字小山東196
③62-2520

湯
ゆの

村
むら

　　勇
いさみ

①市民クラブ
②横倉字古長岡11
③62-1532

相
あい

澤
ざわ

　邦
くに

戸
こ

①無会派
②角田字町100
③62-2475

日
くさ

下
か

　七
しち

郎
ろう

①日本共産党角田市議団
②島田字桜井2-1
③63-2405

小
お

島
じま

　　正
ただし

①無会派
②小田字西屋敷95
③62-5366

柄
つか

目
のめ

　孝
こう

治
じ

①無会派
②角田字牛舘12
③62-3171

常任委員会等の構成

凡例：①所属会派
　　　②住所
　　　③電話番号
　　　◎委員長
　　　○副委員長
　　　★会長
　　　☆副会長

議会運営委員会
　議会の運営や会議規則・委員会条例な
どについて、調査や審査を行います。

◎馬　場　道　晴　　○八　島　利　美
　武　田　　　曉　　　堀　田　孝　一
　八　島　定　雄　　　高　橋　力　雄

議会だより編集会議
　議会だよりの編集・発行や議会のホー
ムページなど、議会の広報に関すること
を協議します。
★八　島　利　美　　☆八　島　定　雄
　武　田　　　曉　　　堀　田　孝　一
　馬　場　道　晴　　　高　橋　力　雄

任期：平成29年10月３日～平成31年９月30日
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11人の議員が市政を問う 一 般 質 問

堀
　
田
　
孝
　
一

た
め
池
の
防
災
・
減
災
対
策

及
び
有
効
活
用
に
つ
い
て

小　湊　　　毅

の
目
標
値
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
目
標
値
の
設
定
に
際

し
、
努
力
目
標
と
し
て
の
値

で
は
な
く
、
現
実
的
で
十
分

に
実
現
可
能
な
値
を
設
定
し

て
い
る
と
い
う
旨
の
説
明

で
し
た
。「
達
成
困
難
」
と

判
定
し
た
４
項
目
の
う
ち
３

項
目
が
、
４
つ
の
大
分
類
の

中
の
「
若
い
世
代
が
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
の

整
備
」
の
項
目
に
当
た
り
ま

す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
た
の
か
、
今
後
ど
の

よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
全
国
的
な
少
子
化
の

流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
出
生

数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、

並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
認
定
こ
ど
も
園
の

新
設
や
角
田
保
育
所
の
民
設

民
営
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備

を
は
じ
め
、
ソ
フ
ト
面
で
は

婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
の
継
続
、

さ
ら
に
今
年
度
か
ら
対
象
者

を
18
歳
ま
で
に
拡
充
し
た
子

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
な
ど
、

若
い
世
代
の
結
婚
、
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
と
い
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
総
合
的
な
支
援
策

を
講
じ
、
長
期
的
な
視
点
で

出
生
数
の
増
加
や
子
育
て
環

境
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
子
ど
も
は
本
当
に
か

わ
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

育
て
る
の
は
本
当
に
大
変
だ

議
員
▼
平
成
28
年
１
月
に
角

田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。
角
田
市
が
今
後
も

持
続
可
能
な
自
治
体
で
あ

る
た
め
に
、
現
状
を
把
握

し
、
将
来
を
見
据
え
た
上

で
、
平
成
31
年
度
ま
で
に
達

成
す
べ
き
目
標
を
掲
げ
、
実

現
さ
せ
て
い
く
た
め
の
指
標

で
あ
り
ま
す
。
37
項
目
の
目

標
項
目
に
つ
い
て
、
数
値
で

と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
施

策
を
し
て
い
る
か
ら
そ
れ
で

い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う

よ
う
な
問
題
で
は
な
く
て
、

若
い
世
代
の
方
々
の
思
い
を

よ
く
聞
い
て
施
策
を
打
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
角
田
市
は
そ
れ
が
で

き
て
い
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
当
に
若
い
方
々
の
御

意
見
を
よ
く
聞
い
た
上
で
こ

の
施
策
を
打
っ
て
い
る
の
か
、

そ
う
い
う
自
負
が
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
若
い
人
た
ち
の
思
い

は
し
っ
か
り
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
子
ど
も
は

生
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
人
口
構
成
上
、

20
代
、
30
代
が
減
っ
て
い
る

と
い
う
状
況
の
中
で
、
婚
姻

件
数
、
出
生
数
を
増
や
し
て

い
く
の
は
難
し
い
と
い
う
状

況
に
あ
る
の
は
確
か
で
す
。

結
婚
し
て
所
帯
を
持
つ
、
そ

の
所
帯
を
持
つ
に
当
た
っ
て
、

い
ら
っ
し
ゃ
い
プ
ラ
ン
な
り
、

保
育
所
の
入
所
な
り
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、

若
い
人
た
ち
の
思
い
に
応
え

て
い
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

角
田
市
の
力
だ
け
で
は
な
か

な
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
小
湊
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
賑
わ
い
の
交
流
拠
点
施
設

整
備
事
業
全
般
に
つ
い
て

議
員
▼
本
市
の
た
め
池
の
管

理
・
点
検
は
誰
が
、
ど
の
様

に
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

市
長
▼
近
年
の
大
規
模
地
震

や
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
多
く

の
た
め
池
が
被
災
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は

宮
城
県
が
主
体
と
な
り
平
成

25
～
27
年
度
の
３
ヵ
年
で
た

め
池
の
一
斉
点
検
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の

活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
た

め
池
の
管
理
点
検
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
内
に
は
85
ヵ

所
の
た
め
池
が
あ
り
ま
す
が
、

日
常
の
管
理
は
地
元
行
政
区

及
び
あ
ぶ
く
ま
川
水
系
角
田

地
区
土
地
改
良
区
に
お
願
い

し
て
お
り
、
草
刈
り
や
清
掃

等
の
管
理
点
検
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

議
員
▼
古
い
時
代
に
築
造
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、
堤
体
、

余
水
吐
、
取
水
施
設
等
が
老

朽
化
し
て
い
る
現
状
で
あ
り

ま
す
が
、
早
急
に
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

池
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
早
急
に
補
修
等
が
必

要
と
思
わ
れ
る
た
め
池
は

６
ヵ
所
あ
り
ま
す
。
現
場
の

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
随

時
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
度
は
２
ヵ
所

を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
後

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

ま
で
の
計
画
で
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

議
員
▼
た
め
池
で
の
水
難
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ハ
ー

ド
対
策
（
注
意
看
板
、
転
落

防
止
柵
等
）
と
ソ
フ
ト
対
策

（
研
修
会
、
講
習
会
等
）
の

両
面
で
の
対
策
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
市
長
の
所
見
を

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
学
校
に
隣
接
し
た
箇

所
や
住
宅
の
近
く
に
あ
る
優

先
順
位
の
高
い
た
め
池
か
ら

転
倒
防
止
等
の
安
全
施
設
の

設
置
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
釣
り
や
水
遊
び
等
が
予
想

さ
れ
る
た
め
池
に
つ
い
て
は
、

特
に
注
意
を
喚
起
す
る
看
板

を
設
置
し
た
り
、
事
故
の
未

然
防
止
の
対
策
を
講
じ
て
お

り
ま
す
が
、
全
て
フ
ェ
ン
ス

を
張
る
こ
と
は
、
現
実
的
に

難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、

水
難
事
故
の
防
止
を
図
る
観

点
か
ら
、
揚
水
開
始
前
に
チ

ラ
シ
の
配
布
、
広
報
等
で
周

知
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
実

施
し
て
い
る
組
織
と
の
連
携

も
図
り
な
が
ら
、
注
意
喚
起

の
看
板
等
の
設
置
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

議
員
▼
内
町
湖
（
た
め
池
）

周
辺
を
角
田
市
の
観
光
名
所

と
し
て
整
備
を
図
り
、
交
流

人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
新
た
な
整
備
を
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
相

当
、
手
を
加
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
老
人
福
祉
施
設
内
町
荘
等

の
周
辺
環
境
の
整
備
と
し
て

管
理
を
続
け
て
い
く
こ
と
で

良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

角田市まち・ひと・しごと創生総合
戦略の「達成困難」と判断した目標
項目について
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一 般 質 問

長
に
所
信
を
伺
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理

者
▼
７
月
20
日
に
市
長
か

ら
、
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
任
命
を
い
た
だ
き
、
第
１

回
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い

て
、
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
選
出
後
の
最
初
の
議
案

と
し
て
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
委
嘱
に
係
る
議

案
を
審
議
・
決
定
し
、
７
月

25
日
に
８
人
の
認
定
農
業
者

を
含
む
、
地
域
の
農
業
に
精

通
し
た
信
頼
の
厚
い
17
人
の

方
々
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
ま

た
、
農
業
委
員
に
お
い
て
も
、

14
人
中
９
人
が
認
定
農
業
者

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

農
業
者
の
意
見
を
反
映
し
た

総
会
で
の
意
思
決
定
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
改
正
さ
れ
た
農
業
委
員
会

法
で
は
、
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
が
重
要
な
業

務
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
農
業
委
員
と
推
進

委
員
は
、
お
互
い
に
連
携
協

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地

利
用
の
最
適
化
を
強
力
に
推

し
進
め
、
農
政
課
・
農
業
振

興
公
社
・
農
業
関
連
団
体
等

と
連
携
し
な
が
ら
角
田
市
の

農
業
振
興
に
寄
与
す
る
た
め

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
▼
農
業
委
員
会
の
新
体

制
を
踏
ま
え
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
推
進
事
業
を
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。

市
長
▼
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、

こ
れ
ま
で
角
田
市
全
域
で
１

議
員
▼
強
い
農
業
を
つ
く
る

と
の
国
の
方
針
の
も
と
、
平

成
28
年
４
月
１
日
に
改
正
農

業
委
員
会
法
が
施
行
し
ま
し

た
。
角
田
市
で
も
、
平
成
29

年
７
月
20
日
に
新
制
度
の
も

と
、
新
た
な
農
業
委
員
が
任

命
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

角
田
市
の
農
業
振
興
に
大
い

に
御
活
躍
い
た
だ
け
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
農
業
委
員
会
会

つ
の
プ
ラ
ン
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
、
よ
り

地
域
の
実
情
に
即
し
た
も
の

と
す
る
た
め
、
７
地
区
に
分

割
し
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
年
１
回
、
地

区
別
の
検
討
会
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
・
関
係
機
関
等
の

方
々
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
随
時
検
討
会

を
開
催
し
、
地
域
の
農
業
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
地
域

の
担
い
手
の
方
々
と
と
も
に

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。み

や
ぎ
ア
ス
リ
ー
ト
２
０

２
０
指
定
選
手
に
対
す
る

支
援
策
に
つ
い
て

議
員
▼
角
田
市
ゆ
か
り
の
ア

ス
リ
ー
ト
が
み
や
ぎ
ア
ス

リ
ー
ト
２
０
２
０
の
指
定
を

受
け
た
場
合
、
角
田
市
独
自

の
支
援
策
を
講
じ
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

市
長
▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

指
す
角
田
市
出
身
の
ア
ス

リ
ー
ト
を
角
田
市
民
一
体
と

な
っ
て
応
援
す
る
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を
活
用
し
、

角
田
市
出
身
の
競
技
ス
ポ
ー

ツ
選
手
が
み
や
ぎ
ア
ス
リ
ー

ト
２
０
２
０
の
指
定
を
受
け

た
場
合
に
対
応
す
る
た
め
、

角
田
市
独
自
の
支
援
制
度
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

武
　
藤
　
広
　
一

政
府
の
米
政
策
改
革
（
減
反
政
策
見
直
し
）

に
伴
う
角
田
市
独
自
の
制
度
新
設
に
つ
い
て

議
員
▼
米
の
減
反
政
策
が
平

成
30
年
度
か
ら
見
直
さ
れ
、

水
田
農
業
の
大
転
換
期
を
迎

え
ま
す
。
国
は
、
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
に
よ
り
、

水
田
フ
ル
活
用
を
支
援
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
大
き
く
変

わ
る
点
は
①
平
成
30
年
度
以

降
も
収
入
減
少
緩
和
対
策
・

な
ら
し
対
策
は
実
施
、
②
米

の
直
接
支
払
交
付
金
の
１
反

あ
た
り
７
，
５
０
０
円
の
廃

止
の
２
点
以
外
は
基
本
的
に

は
変
わ
ら
な
い
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
農
家
に
と
っ
て
大
き
な
問

題
は
、
②
の
直
接
支
払
交
付

金
が
廃
止
さ
れ
収
入
が
減
少

す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
７
，

５
０
０
円
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
経
常
経
費

の
相
当
分
を
賄
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
収
入
減
少

に
対
応
す
る
た
め
、
角
田
市

独
自
の
制
度
と
し
て
「
仮
称

か
く
だ
直
接
支
払
交
付
金
」

を
新
設
す
る
考
え
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

市
長
▼
何
と
か
し
た
い
気
持

ち
は
あ
り
ま
す
が
、
相
当
な

財
政
負
担
が
伴
い
ま
す
し
、

国
の
方
針
が
転
作
を
奨
励
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
の
と
こ
ろ
新
設
の

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
▼
今
年
の
夏
の
日
照
不

足
に
よ
り
、
稲
の
作
柄
を
見

ま
す
と
、
平
年
よ
り
２
割
か

ら
３
割
の
減
収
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
時
限
的
な
措
置
と
し

て
稲
作
農
家
等
へ
助
成
す
る

考
え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
▼
今
年
の
米
の
収
穫
に

つ
い
て
は
大
変
心
配
を
し
て

お
り
、
現
在
情
報
収
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
幸
い
米
の
概

算
金
が
５
年
前
の
米
価
に

戻
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
今

後
の
被
害
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
何
ら
か
の
判
断
が
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

議
員
▼
生
産
費
に
占
め
る
割

合
が
大
き
い
土
地
改
良
区
賦

課
金
に
対
し
助
成
金
制
度
を

新
設
し
、
土
地
改
良
区
に
助

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家

の
経
営
を
間
接
的
に
支
援
す

る
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
▼
こ
れ
ま
で
も
何
度
か

一
般
質
問
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
土
地
改
良
区
の

管
理
範
囲
に
丸
森
町
の
受
益

が
含
ま
れ
て
お
り
、
町
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
と
進
め
ら

れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
各
種

の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
、
国
営
に
よ
る
江
尻
排
水

機
場
の
改
修
や
各
種
県
営
事

業
も
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

角
田
市
に
お
け
る
多
額
の
事

業
負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

議
員
▼
私
も
前
職
が
土
地
改

良
区
職
員
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
市
が
農
家
に
真
剣
に
対

応
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

多
額
の
経
費
負
担
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
冷
害

や
異
常
気
象
時
に
限
っ
て
、

助
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
▼
今
後
の
経
過
や
推
移

を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

農業政策について

渡　邊　　　誠
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11人の議員が市政を問う

八
　
島
　
定
　
雄

教
員
の
長
時
間
労
働
と

部
活
動
問
題
に
つ
い
て

ナラ枯れの被害調査と
防除対策について

日　下　七　郎

ラ
フ
ァ
エ
レ
ア
菌
）
を
伝
播

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る

樹
木
伝
染
病
で
、
６
～
７
月

に
か
け
て
ナ
ラ
類
な
ど
の
樹

木
が
急
に
集
団
的
、
大
量
に

葉
が
茶
褐
色
に
枯
れ
る
被
害

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
長
に
角
田
市

内
の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
調
査
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

市
長
▼
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
平
成
25
年
度
に
始
め
て

ナ
ラ
枯
れ
被
害
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
小
田
地
区
か
ら
笠

島
地
区
に
か
か
る
芋
坊
林
道

沿
い
の
山
林
に
ナ
ラ
枯
れ
の

被
害
が
集
中
的
に
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と

か
ら
、
平
成
26
年
度
以
降
に

つ
き
ま
し
て
は
、
林
道
の
パ

ト
ロ
ー
ル
や
市
民
、
行
政
区

長
か
ら
の
通
報
、
仙
南
中
央

森
林
組
合
か
ら
の
聞
き
取
り

等
に
よ
り
情
報
収
集
を
行
い
、

随
時
職
員
が
現
場
で
被
害
木

の
本
数
等
を
調
査
し
、
宮
城

県
の
温
暖
化
防
止
森
林
づ
く

り
推
進
事
業
（
里
山
林
健
全

化
事
業
）
を
活
用
し
、
芋
坊

林
道
沿
い
の
山
林
を
中
心
に

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の

駆
除
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
８
月
下
旬
頃
よ
り
、

隈
東
地
区
の
阿
武
隈
高
地
深

山
付
近
か
ら
四
方
山
に
か
け

て
、
ナ
ラ
枯
れ
の
情
報
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
調
査

に
つ
い
て

議
員
▼
現
在
、
阿
武
隈
高
地

の
枝
野
１
区
か
ら
東
根
鳩
原

ま
で
の
山
林
に
、
ナ
ラ
枯
れ

の
被
害
が
大
量
に
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
ナ
ラ
枯
れ
と
は
、
カ
シ
ノ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
と
い
う
甲

虫
が
、
ナ
ラ
菌
（
正
式
名　

職
員
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

島
田
石
川
口
地
区
か
ら
鳩
原

地
区
に
か
け
て
葉
が
茶
褐
色

に
変
色
し
て
い
る
状
況
が
点

在
し
て
お
り
ま
し
て
、
特
に

島
田
石
川
口
周
辺
は
、
被
害

が
深
刻
な
状
況
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
被
害
拡
大
が
懸
念

さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
改
め

て
市
内
全
域
に
お
い
て
調
査

を
行
い
、
県
に
報
告
す
る
な

ど
対
応
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
除
対
策
に
つ
い
て

議
員
▼
ナ
ラ
枯
れ
を
引
き
起

こ
す
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
は
「
森
林
病
害
虫
等
防
除

法
」
の
規
定
で
駆
除
す
べ
き

害
虫
と
い
て
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
長
に
駆
除
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
現
在
、
被
害
が
確
認

さ
れ
て
お
り
ま
す
隈
東
地
区

の
ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て
、
カ

シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
飛

び
立
つ
前
で
あ
り
ま
す
来
年

の
６
月
中
旬
ま
で
に
宮
城
県

の
里
山
林
健
全
化
事
業
に

よ
っ
て
駆
除
を
実
施
し
、
被

害
防
止
に
努
め
る
よ
う
に
検

討
中
で
あ
り
ま
す
。

【
日
下
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

〇
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

〇
賑
わ
い
の
交
流
拠
点
施
設

（
道
の
駅
）
の
開
発
許
可

及
び
造
成
に
つ
い
て

議
員
▼
勤
務
時
間
内
で
授
業

準
備
、
教
材
研
究
、
ま
た
児

童
生
徒
へ
の
指
導
な
ど
で
、

児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間

は
適
切
に
確
保
さ
れ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

教
育
長
▼
学
校
は
、
子
ど
も

に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
と

こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
学
校
の
教
育
活

動
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に

も
、
日
々
指
導
し
て
い
る
教

職
員
が
児
童
生
徒
と
向
き
合

う
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
は

と
て
も
重
要
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
各
学
校
で
は
、

児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間

を
確
保
す
る
努
力
を
し
て
い

ま
す
が
、
教
職
員
の
担
う
業

務
そ
の
も
の
も
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、「
児
童
生
徒
と

向
き
合
う
時
間
が
十
分
で
な

い
」、「
時
間
を
確
保
す
る
た

め
に
そ
の
他
の
業
務
が
本
来

の
勤
務
時
間
に
終
わ
ら
な

い
」
等
の
現
状
が
あ
り
ま
す
。

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
業

務
改
善
の
取
り
組
み
を
推
進

し
、
教
職
員
が
児
童
生
徒
と

向
き
合
う
時
間
を
確
保
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
今
後

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
▼
部
活
動
指
導
員
（
外

部
指
導
者
）
を
導
入
す
る
考

え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長
▼
現
在
、
部
活
指
導

員
の
導
入
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
学
校
教
育
法

施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
規

定
が
整
備
さ
れ
た
部
活
動
指

導
員
は
、
教
職
員
の
負
担
軽

減
や
生
徒
の
部
活
動
指
導
の

充
実
に
そ
の
効
果
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
導

入
を
検
討
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
部
活
動
指
導
員
の
効

果
的
な
活
用
方
法
や
人
材
確

保
も
含
め
た
体
制
の
整
備
、

保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
得

る
た
め
の
方
策
と
部
活
動
指

導
員
を
導
入
し
て
い
る
地
域

か
ら
の
情
報
収
集
を
行
い
、

期
待
で
き
る
成
果
や
課
題
等

を
十
分
に
把
握
し
、
学
校
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
判
断
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

角
田
市
育
英
会
事
業
に

つ
い
て

議
員
▼
保
育
士
確
保
の
対
策

と
し
て
、
角
田
市
育
英
会
事

業
を
見
直
し
、
給
付
型
奨
学

金
制
度
を
検
討
し
て
い
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
制
度

設
計
と
今
後
の
日
程
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
▼
本
年
５
月
に
開
催

さ
れ
た
角
田
市
育
英
会
の
代

議
員
会
に
お
い
て
、
角
田
市

育
英
会
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
・
協
議
を
行
い
、

「
任
意
団
体
と
し
て
運
営
し

て
い
る
角
田
市
育
英
会
を
市

の
一
般
会
計
に
移
行
し
、
公

金
と
し
て
管
理
し
、
一
層
の

公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
す

る
」、「
少
子
高
齢
化
の
地
域

課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
専

門
職
の
人
材
確
保
の
た
め
、

一
定
の
条
件
の
も
と
に
奨
学

金
の
返
済
を
一
部
免
除
す
る

こ
と
で
地
域
の
人
材
確
保
を

促
進
す
る
制
度
を
導
入
す

る
」
と
の
方
向
性
を
確
認
し
、

現
在
、
担
当
課
に
お
い
て
検

討
し
て
い
る
段
階
で
す
。

　
今
後
の
日
程
に
つ
い
て
は
、

角
田
市
育
英
会
と
し
て
協
議

を
行
う
と
と
も
に
、
議
会
の

議
決
要
件
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
具

体
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
八
島
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

〇
国
民
健
康
保
険
の
県
単
位

化
へ
の
移
行
に
伴
う
課
題

に
つ
い
て
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一 般 質 問

な
努
力
を
し
て
も
追
い
つ
か

な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
早
々
と
商
品
が
売
り
切
れ

て
し
ま
う
現
状
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
関
係
者
の
方
々
の
ご

尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

商
品
が
早
々
と
売
り
切
れ
て

し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

お
客
様
に
大
変
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
▼
生
産
商
品
の
販
売
だ

け
で
な
く
、
角
田
市
の
Ｐ
Ｒ
、

交
流
人
口
の
増
進
等
も
兼
ね

て
い
る
「
ま
つ
り
」
を
市
と

し
て
継
続
す
る
の
か
伺
い
ま

す
。

市
長
▼
角
田
市
の
「
３
め
」

の
「
こ
め
・
ま
め
・
う
め
」

は
角
田
市
の
特
産
品
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
「
ま
つ
り
」
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
に
大
き
な

意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

議
員
▼
生
産
を
高
め
る
た
め

に
は
、
休
耕
地
利
用
の
促
進
、

生
産
商
品
・
加
工
品
の
付
加

価
値
の
向
上
、
人
材
不
足
解

消
の
た
め
の
雇
用
等
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

市
長
▼
生
産
者
を
増
や
し
て

い
く
た
め
に
は
、
１
日
限
り

の
イ
ベ
ン
ト
以
外
の
販
路
の

確
保
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
機
械
導
入
な
ど

の
支
援
も
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
含
め
て

生
産
性
が
上
が
る
方
策
を
検

議
員
▼
角
田
市
に
は
す
ば
ら

し
い
「
ま
つ
り
」
が
数
多
く

あ
り
、
市
内
外
か
ら
多
く
の

お
客
様
が
集
ま
り
ま
す
。
し

か
し
、
梅
ま
つ
り
・
ず
ん
だ

ま
つ
り
で
は
、
早
々
と
商
品

が
売
り
切
れ
て
し
ま
い
、
遠

路
は
る
ば
る
来
た
お
客
様
か

ら
「
期
待
を
裏
切
ら
れ
た
」

と
の
声
を
聞
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
生
産
者
や
関
係
者
が
大
変

討
し
ま
す
。

議
員
▼
畑
で
枝
豆
を
生
産
す

る
場
合
、
ニ
ン
ニ
ク
や
長
い

も
の
よ
う
に
補
助
対
象
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
伺

い
ま
す
。

農
政
課
長
▼
野
菜
の
生
産
振

興
を
は
か
る
と
い
う
こ
と
で

将
来
の
生
産
規
模
拡
大
を
前

提
と
し
て
種
苗
代
の
生
産
振

興
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
枝

豆
に
つ
い
て
も
道
の
駅
開
業

に
併
せ
、
生
産
規
模
の
拡
大

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
補
助
に
該
当
す
る
よ
う

組
織
化
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
機
械

の
装
備
等
、
規
模
に
応
じ
て

国
・
県
の
補
助
の
選
択
肢
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

議
員
▼
「
ま
つ
り
」
の
後
の

商
品
販
売
場
所
と
し
て
は
、

道
の
駅
が
大
き
な
役
割
を
担

う
と
思
い
ま
す
が
、
道
の
駅

と
現
在
の「
ま
つ
り
」を
担
っ

て
き
た
関
係
者
と
の
連
携
の

つ
な
ぎ
役
を
行
政
に
深
い
配

慮
を
も
っ
て
担
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
１
日
の
イ
ベ
ン
ト
を

１
週
間
に
す
る
、
場
所
を
変

え
て
す
る
等
、
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
係
わ
っ
て
き

た
方
々
に
更
に
係
わ
っ
て
も

ら
い
、
一
緒
に
や
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

相　澤　邦　戸

うめ～梅まつり、角田ずんだ
まつりの今後の発展について

支
え
合
え
る
社
会
の

実
現
に
つ
い
て

武
　
田
　
　
　
曉

議
員
▼
公
益
財
団
法
人
日
本

骨
髄
バ
ン
ク
の
呼
び
か
け
に

よ
っ
て
、
本
年
７
月
末
現
在

に
お
け
る
造
血
幹
細
胞
提
供

希
望
者
（
以
下
「
ド
ナ
ー
」

と
い
う
。）
の
登
録
者
数
は

47
万
５
，
６
０
６
人
と
な
り
、

患
者
と
の
ヒ
ト
白
血
球
抗
原

の
型
の
適
合
率
は
96
・
４
％

と
高
率
で
す
が
、
実
際
に

移
植
が
実
現
す
る
の
は
54
・

４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

背
景
に
は
、
ド
ナ
ー
が
骨
髄

等
の
提
供
に
必
要
な
検
査
・

入
院
等
で
休
業
し
た
場
合
に

経
済
的
な
補
塡
が
な
い
こ
と

や
勤
務
先
の
理
解
が
得
に
く

い
こ
と
、
健
康
不
安
を
感
じ

る
年
代
の
ド
ナ
ー
が
ふ
え
て

い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
県
は
本
年
６
月
の
宮
城
県

議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
骨

髄
移
植
の
ド
ナ
ー
に
対
す
る

助
成
制
度
を
平
成
30
年
度
か

ら
導
入
し
、
今
後
、
県
内
の

各
自
治
体
へ
働
き
か
け
を
行

う
と
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

ド
ナ
ー
が
骨
髄
提
供
で
入
院

し
た
場
合
に
休
業
補
償
と
し

て
１
日
２
万
円
、
最
大
７
日

間
を
上
限
に
市
町
村
と
の
折

半
を
想
定
す
る
と
の
発
表
で

し
た
。

　
社
会
的
に
求
め
ら
れ
て
い

る
よ
り
広
域
的
な
支
え
合
い

と
、
命
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ

れ
て
い
る
方
々
に
対
す
る
支

援
の
一
環
と
し
て
、
骨
髄
ド

ナ
ー
へ
の
助
成
制
度
構
築
を

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
現
在
、
県
で
検
討
、

調
整
を
行
っ
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
は
全

く
不
明
の
状
況
で
す
。
今
後
、

県
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
を

も
と
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
べ
き
か
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
外
見
か
ら
は
障
害
が

あ
る
と
わ
か
り
づ
ら
い
方
が

周
囲
の
方
々
か
ら
援
助
を
得

ら
れ
や
す
い
よ
う
に
と
、
東

京
都
が
２
０
１
２
年
に
作
成

し
た
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
既

に
県
を
初
め
仙
台
市
や
仙
南

の
一
部
自
治
体
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。
角
田
市
の
長
期

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

記
載
の
あ
る
「
障
害
の
あ
る

人
の
不
便
さ
を
理
解
し
、
必

要
と
す
る
支
援
が
行
え
る
よ

う
に
努
め
ま
す
」
の
項
目
実

現
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
角
田
市
に
お
い
て
も

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
作
成
と
配

布
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
病
気
や
障
害
を
お
持

ち
の
方
を
支
援
す
る
方
策
と

し
て
は
有
効
だ
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容

の
も
の
が
い
い
の
か
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
員
▼
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
Ｊ

Ｉ
Ｓ
登
録
さ
れ
、
国
を
挙
げ

て
国
民
に
対
し
て
理
解
と
協

力
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
内
で
も
周
知
さ
せ

る
方
策
も
と
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
先
ほ
ど
の
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
作
成
・
配
布
の
御

質
問
と
同
じ
く
、
ど
の
よ
う

に
す
る
か
対
応
を
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲ヘルプマーク
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11人の議員が市政を問う

高
　
橋
　
力
　
雄

に
よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域

と
浸
水
深
等
を
図
示
し
、
併

せ
て
指
定
緊
急
避
難
所
と
指

定
避
難
所
一
覧
、
水
害
発
生

時
の
心
得
や
避
難
行
動
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
ざ

と
い
う
時
の
避
難
等
に
活
用

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ッ
プ
を
活
用
し

た
出
前
講
座
も
今
年
度
18
回

予
定
し
て
い
ま
す
。

議
員
▼
現
在
、宮
城
県
で「
土

砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
基

礎
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
危

険
箇
所
の
土
留
工
事
や
防
災

無
線
設
置
な
ど
の
安
全
対
策

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

市
長
▼
土
砂
災
害
防
止
工
事

は
、
対
象
箇
所
に
よ
っ
て
受

益
者
負
担
金
が
発
生
し
ま
す

が
、
地
域
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
、
県
に
早
期
着
工
を
要
望

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
防
災
無
線
等
は
、
土
砂
災

害
時
だ
け
で
な
く
、
ミ
サ
イ

ル
発
射
等
で
も
必
要
性
を
感

じ
る
の
で
早
急
に
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
２
億
円

程
度
の
費
用
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
を
考

慮
の
う
え
判
断
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員
▼
各
自
主
防
災
組
織
の

活
動
は
、
地
域
の
災
害
危
険

度
の
条
件
に
合
っ
た
よ
り
き

め
細
か
い
防
災
計
画
が
必
要

で
す
し
、
危
険
度
の
高
い
地

区
に
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
防

災
予
算
と
防
災
計
画
づ
く
り

等
の
支
援
が
必
要
だ
と
思
い

議
員
▼
近
年
、
予
測
困
難
な

短
時
間
・
局
地
的
豪
雨
が
日

本
各
地
で
多
発
し
て
お
り
、

日
頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
備

え
が
重
要
で
す
。
３
月
に
角

田
市
防
災
マ
ッ
プ（
水
害
編
）

が
全
戸
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、

マ
ッ
プ
作
成
の
経
緯
と
活
用

方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
今
回
は
想
定
し
得
る

最
大
規
模
の
降
雨
（
２
日
間

の
総
雨
量
３
１
６
．
４
㎜
）

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

市
長
▼
防
災
予
算
に
つ
い
て

は
、
市
の
補
助
金
交
付
要
綱

に
基
づ
い
て
交
付
し
て
い
ま

す
が
、
危
険
度
の
高
い
地
区

に
対
し
て
必
要
な
資
機
材
が

あ
る
場
合
等
、
新
た
に
補
助

金
を
追
加
で
き
る
よ
う
に
要

綱
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

議
員
▼
９
月
３
日
、
総
合
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
日
常
的
に
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
に
は
、
学
校
教

育
や
生
涯
学
習
で
の
防
災
教

育
と
地
区
振
興
協
議
会
事
業

（
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
運

動
会
、
敬
老
の
集
い
等
）
を

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
工
夫
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
の
防
災
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
地
区
振
興
協
議
会
等

の
事
業
で
、
防
災
訓
練
項
目

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
、

防
災
意
識
の
醸
成
に
も
繋
が

る
と
と
も
に
、
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
尚
一
層
深
ま
る
の

で
今
後
の
参
考
に
し
ま
す
。

教
育
長
▼
地
域
ぐ
る
み
で
防

災
意
識
を
持
つ
こ
と
は
大
変

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
児
童

生
徒
に
も
防
災
意
識
を
持
た

せ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
学
校
で
の
避

難
訓
練
や
防
災
教
育
を
進
め

な
が
ら
防
災
意
識
を
高
め
、

市
や
地
域
の
防
災
訓
練
が
あ

れ
ば
協
力
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
と
教
員
へ
の
防
災
意

識
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

短時間・局地的豪雨災害
防止対策の推進について

八　島　利　美

市
営
墓
地
に
つ
い
て

議
員
▼
今
定
例
会
に
市
営
梶

賀
墓
地
の
納
骨
室
等
の
解
体

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や

少
子
化
、
格
差
社
会
等
の
影

響
の
問
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生

す
る
の
か
推
測
し
、
事
前
の

対
策
を
講
ず
る
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
市
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

市
長
▼
最
近
の
社
会
情
勢

や
墓
地
事
情
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
超
高
齢
社
会
の

最
終
章
と
し
て
遺
骨
の
処
遇

等
も
社
会
問
題
化
し
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
死
亡
者

数
が
絶
対
的
に
増
え
て
い

く
社
会
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
角
田
市
の
昨
年
の
死
亡

者
数
が
４
６
０
人
で
し
た
が
、

２
０
３
９
年
に
は
死
亡
者
が

約
３
割
増
の
五
百
数
十
人
に

な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ

の
場
合
、
果
た
し
て
火
葬
場

が
足
り
る
の
か
、
墓
地
が
足

り
る
の
か
、
あ
る
い
は
無
縁

仏
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
、
は
じ
め
て
市
営
墓

地
の
管
理
者
で
あ
る
角
田
市

が
、
納
骨
室
等
を
解
体
・
撤

去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、今
後
、こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
市
営
梶
賀
墓
地
の
返
還
に

つ
い
て
は
毎
年
あ
り
、
市
営

墓
地
条
例
第
13
条
の
規
定
に

よ
り
、
使
用
者
又
は
承
継
者

に
原
状
復
帰
さ
せ
て
返
還
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
は
承
継
者

等
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
市

で
解
体
・
撤
去
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核

家
族
化
が
進
み
、
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯
が
多
く
な
り
、
墓

地
の
承
継
や
墓
掃
除
な
ど
の

管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、

墓
地
に
つ
い
て
は
家
代
々
の

お
墓
が
改
葬
さ
れ
、
個
人
や

夫
婦
、
無
縁
の
墓
地
が
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
次
世
代
に
迷
惑
を
か
け

ら
れ
な
い
と
、
共
同
納
骨
室

を
持
つ
永
代
供
養
墓
の
需
要

が
増
え
て
く
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
公
営
墓
地
に
お

い
て
も
永
代
供
養
墓
を
設
置

す
る
市
町
村
が
増
え
て
き
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
、
無
縁
と
な
ら
れ
た

方
が
、
市
営
梶
賀
墓
地
に
埋

葬
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

改
葬
ま
で
の
手
続
き
は
無

か
っ
た
も
の
の
、
も
し
改
葬

ま
で
す
る
と
な
れ
ば
、
縁
故

者
等
の
調
査
⇨
官
報
・
立
札

に
よ
る
公
告
⇨
改
葬
許
可
申

請
⇨
改
葬
許
可
証
の
交
付
⇨

改
葬
と
い
う
５
段
階
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
個
人
の
墓
地
の
改

葬
ま
で
市
が
行
う
べ
き
か
も

含
め
て
、
今
後
、
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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行
政
視
察
の
報
告

《
総
務
財
政
常
任
委
員
会
》

●
視
察
期
間

　
平
成
29
年
８
月
１
日
（
火
）
～
２
日
（
水
）

●
視
察
地
・
目
的
・
視
察
所
感

①
茨
城
県
常
陸
太
田
市

　『
人
口
減
少
対
策
の
具
体
的
施
策
に
つ
い

て
』

　
常
陸
太
田
市
は
、
先
駆
的
な
子
育
て
支
援

策
を
展
開
し
て
お
り
、
少
子
化
・
人
口
減
少

対
策
課
と
い
う
全
国
で
も
珍
し
い
課
が
あ
り
、

様
々
な
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
常
陸
太
田
市
の
人
口
は
、
平
成
16
年
の
市

町
村
合
併
時
に
は
、
約
６
万
人
だ
っ
た
も
の

が
、
約
５
万
１
千
人
（
平
成
29
年
４
月
現

在
）
ま
で
減
少
し
、
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
35
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
４
月
に
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

準
備
を
進
め
、
平
成
26
年
４
月
に
は
少
子

化
・
人
口
減
少
対
策
係
か
ら
４
年
を
経
て
課

に
格
上
げ
し
、
人
口
減
少
対
策
に
本
腰
を
入

れ
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

▲常陸太田市議会議場にて

第
３
８
９
回
臨
時
会

第
３
８
９
回
臨
時
会
が
８
月
24

日
に
招
集
さ
れ
、
１
日
の
会
期

で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
臨
時
会
で
は
、
２
件
の
専
決
処
分
の

報
告
の
ほ
か
、
２
件
の
契
約
に
係
る
市
長
提

出
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
住
社
橋
橋
梁
上
部
工
製
作
工

傍
聴
者
数	

２
人

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
視
聴
者
数

延
べ　
76
件

一 般 質 問

角
田
市
の
防
災
に
つ
い
て
（
水
害
・

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
対
策
に
つ
い
て
）

黑
　
須
　
　
　
貫

議
員
▼
異
常
気
象
に
よ
る
自

然
災
害
の
脅
威
、
北
朝
鮮
の

核
兵
器
と
い
う
人
為
的
脅
威

へ
の
角
田
市
の
対
応
を
伺
い

ま
す
。

　
横
堀
川
下
流
の
内
水
対
策

に
つ
い
て
、
丸
森
町
小
斎
地

区
の
堂
畑
樋
管
へ
の
強
制
排

水
施
設
の
造
成
に
つ
き
国
・

県
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
関
係
機
関
と
と
も
に

協
議
し
な
が
ら
、
国
土
交
通

省
へ
引
き
続
き
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

議
員
▼
新
桜
井
川
中
大
坊
橋

下
流
の
排
水
門
の
管
理
の
所

在
と
稼
働
の
可
否
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
県
、
角
田
市
、
土
地

改
良
区
と
協
議
を
進
め
て
お

り
、
今
し
ば
ら
く
時
間
を
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

議
員
▼
９
月
３
日
の
角
田
市

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
は
じ

め
て
市
街
地
で
の
水
害
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
を
ど
の
よ

う
に
総
括
し
ま
す
か
。

市
長
▼
参
加
住
民
が
洪
水
の

際
の
指
定
緊
急
避
難
所
ま
で

安
全
に
避
難
で
き
る
経
路
と

時
間
を
確
認
で
き
た
こ
と
は

有
意
義
で
し
た
。
要
援
護
者

の
避
難
支
援
、
医
療
機
関
・

老
人
介
護
施
設
等
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
だ

と
思
い
ま
し
た
。

議
員
▼
緊
急
避
難
時
に
は
保

育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
と
の

連
携
が
非
常
に
大
切
で
す
が
、

訓
練
へ
の
参
加
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
医
療
機
関
・
老

人
介
護
施
設
等
と
の
連
携
も

含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
大

規
模
避
難
を
想
定
し
訓
練
し

て
い
く
の
で
す
か
。

市
長
▼
学
校
は
行
事
日
程
等

で
不
参
加
で
し
た
。
医
療
機

関
と
の
連
携
と
し
て
、
医
師

会
に
依
頼
し
今
後
に
生
か
す

視
点
で
の
訓
練
の
視
察
や
緊

急
時
の
医
者
の
行
動
に
つ
い

て
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
は
し
ま
し
た
が
、

不
足
の
部
分
は
あ
り
、
今
、

総
括
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
長
▼
各
学
校
と
も
今
後

も
市
や
地
区
の
避
難
訓
練
に

参
加
し
、
大
規
模
訓
練
も
想

定
し
て
い
く
考
え
で
す
。
学

校
主
体
か
ら
、
地
域
主
体
の

訓
練
に
学
校
が
取
り
込
ま
れ

る
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
ま

す
。

議
員
▼
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
２
度

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
総
括
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
重
要
な
課
題
で
す
。

定
め
の
と
お
り
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

送
信
を
受
け
防
災
安
全
課
職

員
が
参
集
し
情
報
収
集
に
当

た
り
ま
し
た
。
な
お
、
宮
城

県
と
隣
県
３
県
に
落
下
し
た

場
合
は
全
職
員
参
集
、
４
県

以
外
の
日
本
領
土
・
領
海
に

落
下
し
た
場
合
は
自
宅
待
機

の
態
勢
を
と
り
ま
す
。

議
員
▼
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
隣
町

の
防
災
無
線
で
知
っ
た
、
ま

た
届
か
な
い
市
民
が
い
た
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
自

然
災
害
対
応
も
勘
案
し
、
限

定
的
で
も
防
災
行
政
無
線
を

設
置
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

市
長
▼
設
置
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

議
員
▼
全
市
民
に
知
ら
せ
る

方
途
と
し
て
、
消
防
用
サ
イ

レ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
。

市
長
▼
身
近
に
あ
る
も
の
を

工
夫
し
使
っ
て
い
く
こ
と
は

大
事
で
す
。
機
械
だ
け
で
な

く
、
原
始
的
な
方
法
も
含
め
、

２
重
３
重
に
対
応
し
た
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
審
議
の

結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
賑
わ
い
の
交
流
拠
点

施
設
造
成
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

は
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
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数
多
く
あ
る
事
業
の
主
な
も
の
と
し
て
、

◎
定
住
の
促
進

　
新
婚
家
庭
の
家
賃
補
助
、
住
宅
取
得
促
進

助
成
、
住
宅
取
得
促
進
助
成
金
の
交
付
対

象
者
に
対
す
る
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
引
き

下
げ

◎
少
子
化
対
策

　
雇
用
の
安
定
、
投
資
奨
励
金
、
出
会
い
の

場
創
出

◎
子
ど
も
の
数
を
増
や
す
施
策
（
経
済
的
負

担
の
軽
減
）、
不
妊
治
療
費
助
成
、
妊
産

婦
医
療
費
助
成
、
乳
児
の
お
む
つ
購
入
費

助
成
、
乳
幼
児
・
幼
稚
園
の
保
育
料
の
減

免
、
給
食
費
の
減
額
、
乳
幼
児
・
小
中
高

生
医
療
費
助
成
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

全
域
設
置

が
あ
り
、
本
腰
で
人
口
減
少
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　
特
に
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
は
定
住
の
後
押
し
と

な
り
、
人
口
減
少
対
策
の
有
効
な
手
段
と
な

り
得
る
と
感
じ
ま
し
た
。
反
面
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
形
で
の
支
援
は
、
福
祉
的
な
要

素
が
多
く
あ
り
、
市
の
財
政
に
対
し
、
大
き

な
負
担
と
な
る
点
が
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
子
育
て
に
つ
い
て
は
、
当
市
も
他
に
先
駆

け
て
実
施
し
て
い
る
事
業
も
多
く
あ
り
、
こ

れ
ら
を
体
系
的
に
整
理
し
、
ど
の
部
分
の
ど

ん
な
事
業
が
不
足
し
て
い
る
か
、
常
陸
太
田

市
等
と
比
較
し
分
析
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
財
政
が
非
常
に
厳
し
い
現
実
の
中

で
、
す
ぐ
に
結
果
が
見
え
な
い
の
が
人
口
減

少
問
題
で
あ
り
、
優
先
的
な
課
題
に
い
ち
早

く
取
り
組
む
こ
と
、
民
間
や
地
域
の
力
を
最

大
限
に
取
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

②
茨
城
県
笠
間
市

　『
地
域
通
貨
か
ぽ
か
に
つ
い
て
』

　
茨
城
県
笠
間
市
は
、
茨
城
県
の
中
央
に
位

置
し
、
城
下
町
、
笠
間
稲
荷
神
社
の
門
前
町
、

地
場
産
業
と
し
て
の
笠
間
焼
や
稲
田
石
の
産

地
と
し
て
栄
え
て
き
た
人
口
約
８
万
人
の
都

市
で
す
。
ま
た
、
年
間
３
０
０
万
人
が
訪
れ

る
観
光
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。

　
笠
間
市
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
環
境
、
子
ど
も
関
連
の
市
民
活
動
団

体
が
１
千
団
体
以
上
も
あ
り
ま
す
が
、
社
会

貢
献
に
関
す
る
意
識
調
査
で
は
、
市
民
活
動

に
関
心
が
あ
っ
て
も
、
き
っ
か
け
や
参
加
の

仕
方
が
分
か
ら
な
い
人
や
関
心
が
な
い
人
が

多
い
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
市
民
活

動
に
対
し
て
意
識
付
け
・
気
付
か
せ
る
「
仕

組
み
づ
く
り
」
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら
、
２
０
０
８
年
山
口
伸
樹
市
長
の
発
案
で
、

「
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
を
「
市
民
活
動
の

活
性
化
」
の
手
段
と
し
て
検
討
、
２
０
１
３

年
４
月
か
ら
「
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
を
本

格
稼
働
さ
せ
て
お
り
、
全
庁
上
げ
て
の
取
り

組
み
に
ト
ッ
プ
の
強
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
現
在
、
地
域
通
貨
の
取
り
組
み
は
、
全
国

で
約
６
０
０
件
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
多
く
は
流
通
実
験
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
中
に
は
地
域
通
貨
と
呼
べ
な
い
事
例

や
継
続
し
て
い
て
も
実
質
的
に
休
止
し
て
い

る
事
例
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
地
域
通

▲常陸太田市での研修のようす

▲笠間市での研修のようす

貨
の
流
通
が
長
続
き
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、

事
務
局
機
能
が
弱
い
こ
と
や
、
意
義
が
十
分

理
解
さ
れ
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

笠
間
市
が
発
行
す
る
地
域
通
貨
、
か
ぽ

か
（
Ｋ
ａ
ｐ
ｏ
Ｃ
ａ
）
は
、
市
民
生
活
部
市

民
活
動
課
が
中
心
と
な
り
社
会
実
験
を
十
分

に
行
い
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
健

康
増
進
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ
た
地
域
活
動

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、

市
の
特
産
物
と
交
換
し
た
り
、
市
か
ら
の
交

付
金
を
必
要
と
し
て
い
る
民
間
事
業
の
支
援

に
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
活
性
化

や
地
域
支
援
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
ポ
イ
ン
ト
制
度
参
加
年

齢
を
年
代
別
に
見
る
と
、
66
歳
以
上
の
利
用

者
が
71
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、
若
い
層
の
取

り
込
み
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
全
人
口
に

対
す
る
制
度
参
加
者
（
３
，
２
４
８
人
）
が

４
％
と
低
く
、「
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
へ

の
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に
、
制
度
の
周
知

や
、
広
報
の
あ
り
方
に
検
討
が
必
要
と
思
い

ま
し
た
。

　
地
域
通
貨
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
最
初

か
ら
大
規
模
な
も
の
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

身
近
な
取
り
組
み
を
着
実
に
育
て
て
い
く
必

要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
少
し
で
も
成
果
が

見
ら
れ
れ
ば
良
し
」
と
す
る
考
え
も
必
要
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

環境に優しい植物油インキを
使用しております。

印
刷
／
佐
藤
印
刷
株
式
会
社

編
集
後
記

　
９
月
は
決
算
議
会
と
も
言
わ
れ
、

前
年
度
の
予
算
の
使
い
方
が
適
切

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

議
会
で
あ
り
ま
し
た
。
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
所
管
す

る
事
項
別
に
３
つ
の
分
科
会
（
総

務
財
政
、教
育
厚
生
、産
業
建
設
）

に
て
細
部
に
わ
た
っ
て
質
疑
応
答

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
定
例
会
最
終
日
に
は
３

つ
の
常
任
委
員
会
の
新
た
な
委
員

と
正
副
委
員
長
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。「
常
に
新
し
い
角
田
市
議
会
」

実
現
の
た
め
に
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

24
日　
第
３
８
９
回
臨
時
会
本
会

議

25
日　
第
３
９
０
回
定
例
会
招
集

告
示

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
宮
城
県
市
議
会
議
長
会
秋

季
事
務
局
長
会
議
（
大
崎

市
）

29
日　
議
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

１
日　
第
３
９
０
回
定
例
会
本
会

議
（
第
１
日
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
正
副
委
員
長
会
議

５
日　
議
会
運
営
委
員
会

11
日　
本
会
議
（
第
２
日
）

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

12
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

14
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
分

科
会
（
総
務
財
政
・
産
業

建
設
）

15
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
分

科
会
（
教
育
厚
生
）

21
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

22
日　
本
会
議
（
第
３
日
）

25
日　
本
会
議
（
第
４
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

26
日　
本
会
議
（
第
５
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
総
務
財
政
常
任
委
員
会

29
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
員
協
議
会

　
　
　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
臨
時
会

３
日　
本
会
議
（
第
６
日
）

　
　
　
総
務
財
政
常
任
委
員
会

　
　
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

５
日　
埼
玉
県
桶
川
市
民
生
経
済

常
任
委
員
会
行
政
視
察

６
日　
神
奈
川
県
綾
瀬
市
経
済
建

設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

11
日　
東
北
市
議
会
議
長
会
事
務

局
職
員
研
修
会（
〜
12
日・

山
形
県
天
童
市
）

12
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
東
北
部
会
役
員
会

（
～
13
日
・
東
松
島
市
）

13
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

27
日　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
定
例
会

　
　
　

１
日　
か
く
だ
市
議
会
だ
よ
り
第

１
９
３
号
発
行

　
　
　
総
務
財
政
常
任
委
員
会
行

政
視
察
（
～
２
日
）

９
日　
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
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１１月２９日（水）　招集告示、会派代表者会議
１２月　１日（金）　議員協議会、議会運営員会
１２月　６日（水）　本会議（提案理由の説明）
　　　　　　　　　会派代表者会議
　　　　８日（金）　議会運営委員会
　　　１４日（木）　常任委員会（請願審査）
　　　１５日（金）　本会議（質疑・自由討議） 
　　　　　　　　　会派代表者会議
　　　１８日（月）　常任委員会（議案審査）
　　　１９日（火）　常任委員会（議案審査）
　　　２０日（水）　議会運営委員会
　　　２１日（木）　本会議（討論・表決・一般質問）
　　　２２日（金）　本会議（一般質問）
　　　　　　　　　議会運営委員会
　　　２５日（月）　本会議
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市議会12月定例会市議会12月定例会市議会12月定例会市議会12月定例会

※日程は変更される場
合がありますので、
傍聴を希望される
場合は、議会事務局
（☎63−2124）にお
問い合わせください。

※請願及び陳情等の提出期限は、11月29日
（水）までとなります。
※本会議の開会時刻は、午前10時です。
※太文字はライブ配信を行います。

　定例会は、年４回開催されます。皆さんの
身近な問題が審議されており、どのような方
針で市政が進められていくのか知ることがで
きます。お気軽に足を運んでみませんか。
　また、インターネットを利用したパソコン・
スマートフォン・タブレット端末及び市役所
東庁舎１階の市民ホールのテレビでもライブ
中継がご覧になれます。
　また、インターネットによる録画中継の配
信も行っております

を しませんか。議会 傍聴

第390回（平成29年９月）定例会
傍 聴 者 数 10人
インターネットライブ中継視聴者数 延べ 106人

インターネット録画中継視聴者数
７月～９月 延べ 447人

日程（予定）のお知らせ
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